
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
　
　
所
得
不
平
等
分
布
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
　
　
藤
　
　
　
正

　
　
　
　
　
　
序
　
　
　
　
　
説

　
所
得
分
布
が
先
進
諸
国
に
お
い
て
次
第
に
平
等
化
傾
向
を
辿
る
と
い
う
論
は
、
ク
ズ
ネ
ッ
ツ
〔
3
3
〕
リ
ド
ル
〔
3
8
〕
等
の
詳
細
な
分
析

に
依
り
学
界
の
通
論
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
所
得
分
布
統
計
が
ど
の
程
度
迄
、
不
平
等
を
実
際
に
示
し
、
所
得
、
財
産
の
変

化
の
内
容
を
適
切
に
表
現
し
、
又
は
人
口
の
社
会
経
済
的
構
造
変
化
を
ど
の
程
度
追
及
し
て
い
る
か
、
不
平
等
、
所
得
の
概
念
、
使

用
統
計
資
料
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
は
、
未
だ
不
確
定
な
問
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
場
合
に
つ
い
て
み
て
も
、
所
得
倍
増
計
画
に
み
ら
れ
る
統
計
上
の
問
題
に
つ
き
、
「
将
来
の
所
得
分
布
の
姿
を
検
討
す

る
こ
と
は
、
倍
増
計
画
が
た
ん
な
る
平
均
の
た
め
の
計
画
に
終
ら
な
い
た
め
、
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
所
得
分
布
統

計
の
不
備
の
た
め
具
体
的
な
検
討
が
行
い
え
な
か
っ
た
。
現
在
所
得
分
布
資
料
と
し
て
は
、
総
理
府
統
計
局
の
「
家
計
調
査
」
厚
生
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省
の
『
厚
生
行
政
基
礎
調
査
』
大
蔵
省
の
『
税
務
統
計
』
か
お
る
が
、
い
づ
れ
も
対
象
範
問
が
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
概
念
も
異
っ

て
い
る
。
全
国
民
的
な
一
貫
し
た
所
得
分
布
資
料
の
整
備
が
望
ま
れ
、
最
小
層
を
な
す
と
思
わ
れ
る
行
商
人
、
露
店
商
な
ど
の
生
活

の
実
態
は
「
商
業
セ
ン
サ
ス
」
の
対
象
外
で
把
握
し
得
な
い
。
」
（
行
政
管
理
庁
統
計
情
報
、
一
九
六
一
年
第
十
巻
八
号
一
八
四
頁
）
と
い

わ
れ
、
所
得
平
等
化
政
策
を
真
剣
に
考
え
る
た
め
に
は
、
分
布
不
平
等
の
統
計
技
術
上
の
諸
問
題
に
立
至
っ
て
研
究
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
最
近
に
至
る
迄
に
後
記
文
献
の
如
く
、
経
済
学
者
は
不
平
等
問
題
に
と
り
つ
か
れ
て
い
た
。
こ
の
理
由
は
、

所
得
分
布
の
不
平
等
が
社
会
正
義
の
上
か
ら
好
ま
し
く
な
い
と
云
う
根
本
的
な
理
由
の
他
に
、
消
費
財
の
生
産
者
が
需
要
水
準
、
需

要
構
造
が
所
得
分
布
に
よ
り
影
響
を
う
け
る
点
、
貯
蓄
量
と
所
得
分
布
の
関
係
す
る
点
、
租
税
政
策
、
社
会
保
障
政
策
等
の
効
果
測

定
の
用
具
と
し
て
、
不
平
等
の
あ
り
方
を
把
握
せ
ん
と
す
る
要
求
が
強
ま
っ
て
来
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
而
も
所
得
不
平

等
の
問
題
は
、
更
に
先
進
国
で
は
貧
困
の
追
放
政
策
と
関
連
し
て
来
た
こ
と
に
依
る
も
の
で
、
貧
困
と
不
平
等
を
同
一
領
域
で
扱
か

う
こ
と
は
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
追
及
に
於
て
は
共
通
し
た
問
題
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
パ
レ
ト
の
所
得
分
布
研
究
が
分
布
の
安
定
性
と
規
則
性
の
表
出
を
試
み
て
以
来
、
数
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
た
が
、
い
づ
れ
も

分
布
の
歪
み
に
関
す
る
種
々
の
要
因
を
強
調
す
る
事
で
あ
っ
た
。
昨
年
は
こ
の
問
題
に
関
し
若
干
の
論
著
が
み
ら
れ
た
が
、
ア
メ
リ

カ
の
モ
ー
ガ
ン
等
〔
5
2
〕
と
イ
ギ
リ
ス
の
テ
ィ
テ
ィ
マ
ス
〔
7
0
〕
の
所
得
分
布
不
平
等
の
調
査
研
究
が
殆
ん
ど
同
時
に
発
表
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
両
者
に
共
通
す
る
点
は
、
所
得
不
平
等
形
成
要
因
を
特
に
社
会
学
的
要
因
よ
り
分
析
し
た
点
で
、
不
平
等
減
少
論
に
反
対

し
、
い
わ
ゆ
る
「
み
せ
か
け
の
Ｌ
差
な
る
も
の
が
、
年
令
、
職
業
、
学
歴
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
あ

る
。
「
真
の
不
平
等
」
と
は
何
か
と
い
う
研
究
へ
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
画
期
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
ノ
ー
ト
に
お
い
て
は
、
モ
ー
ガ
ン
等
の
研
究
の
行
な
わ
れ
る
迄
の
社
会
学
的
分
布
研
究
を
概
観
し
た
後
、
所
得
分
布
統
計
を
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通
じ
て
モ
ー
ガ
ン
等
の
新
ら
し
い
厚
生
分
布
の
問
題
意
識
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
章
　
社
会
学
派
不
平
等
論

　
こ
こ
で
い
う
社
会
学
派
と
は
、
B
j
e
r
k
e
〔
６
〕
の
分
類
に
従
っ
た
も
の
で
、
所
得
形
成
を
あ
る
確
率
プ
ロ
セ
ス
の
結
果
と
考
え
、

数
理
的
方
法
を
用
い
る
理
論
的
統
計
的
学
派
に
対
す
る
も
の
を
指
し
て
い
う
が
、
こ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
ガ
ー
ビ
ー
〔
2
3
〕
で
あ
ろ

う
。
ガ
ー
ビ
ー
は
生
来
の
才
能
の
如
き
一
つ
の
単
純
な
特
性
に
所
得
を
関
係
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
経
験
的
所
得
に
対
す
る
あ
る
推

論
を
試
み
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
六
つ
の
要
素
が
所
得
分
布
決
定
に
作
用
す
る
と
結
論
し
た
。
そ
れ
は
、

　
田
　
所
得
不
平
等
の
基
本
的
社
会
経
済
的
要
因

　
肺
　
経
済
活
動
に
お
け
る
循
環
的
変
動
要
因

　
卯
　
現
存
所
得
分
布
を
変
更
す
る
公
共
財
政
政
策

　
㈲
　
年
令
、
性
の
構
造
、
労
働
生
産
力
等
人
口
要
因

　
㈲
　
都
市
化
の
程
度
、
社
会
地
理
的
要
因

　
㈲
　
所
得
分
布
の
関
係
す
る
時
間
的
単
位

と
し
、
之
等
の
最
後
の
三
つ
は
一
般
的
に
経
済
的
社
会
的
枠
か
ら
独
立
で
な
く
、
所
得
水
準
か
お
る
要
素
に
関
係
を
も
っ
て
い
ろ
こ

と
を
示
す
こ
と
と
、
現
在
所
得
分
布
の
不
平
等
が
、
こ
の
要
素
の
み
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
事
と
は
別
問
題
で
あ
る
と
し

た
。
更
に
所
得
分
布
型
は
計
算
単
位
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
、
個
人
か
世
帯
か
を
単
位
と
し
、
個
人
の
場
合
に
は
、
低
所
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得
を
も
つ
人
の
多
い
為
、
不
平
等
の
大
な
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
こ
れ
は
モ
ー
ガ
ン
等
の
新
分
析
で
充
分
解
明
さ
れ
る
所
と
な
っ

た
。
ガ
ー
ビ
ー
の
強
調
す
る
本
質
的
な
点
は
、
多
く
の
要
素
は
所
得
分
布
の
形
成
に
作
用
し
、
異
な
る
諸
要
素
を
の
べ
て
い
る
が
計

算
単
位
と
収
入
が
依
然
と
し
て
重
要
な
る
点
で
あ
る
。

　
か
か
る
社
会
的
諸
要
素
を
考
え
る
迄
に
は
、
ゴ
ー
ル
ト
ソ
（
拙
著
所
得
分
布
の
研
究
、
一
九
二
頁
以
降
参
照
）
以
来
、
変
遷
を
経
て
来

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
タ
ウ
シ
ッ
グ
〔
6
8
〕
が
有
名
で
あ
る
。
彼
は
社
会
的
構
造
、
富
の
分
布
、
社
会
に
お
け
る
内
部
的
要
素

に
力
点
を
お
く
の
で
あ
る
。
而
も
生
れ
つ
き
の
才
能
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
、
生
来
の
才
能
の
差
異
は
所
得
分
布
に
差
異
を
も
た
ら

し
、
一
度
び
そ
の
差
が
つ
く
ら
れ
る
と
そ
れ
ら
は
保
持
さ
れ
る
と
し
て
、
第
一
に
富
の
分
布
の
不
平
等
は
所
得
分
布
の
歪
の
巾
に
あ

る
点
で
安
定
を
形
成
し
従
っ
て
高
い
階
層
に
生
れ
た
者
は
、
低
い
も
の
よ
り
良
く
な
る
可
能
性
を
も
ち
、
子
供
は
一
般
に
良
い
教
育

を
う
け
る
と
い
う
事
実
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
す
る
。
更
に
タ
ウ
シ
ン
グ
は
人
が
生
れ
た
階
層
か
ら
ぬ
け
出
す
事
の
困
難
を
論
ず

る
。
異
れ
る
階
層
内
で
人
は
生
れ
乍
ら
才
能
の
差
の
重
用
件
を
強
調
す
る
。
之
等
の
差
は
階
層
内
の
所
得
の
偏
差
を
説
明
し
、
一
般

的
な
事
は
出
生
で
あ
り
作
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
大
佐
、
大
尉
は
訓
練
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　
ピ
グ
ー
〔
5
4
〕
は
厚
生
経
済
学
の
中
で
、
所
得
分
布
は
個
人
の
特
性
に
依
存
す
る
な
ら
正
規
分
布
を
な
す
が
、
歪
を
生
ず
る
の
は
富

の
分
布
の
組
合
を
考
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
た
。

　
ド
ー
ル
ト
ン
〔
1
4
〕
は
キ
ャ
ナ
ン
教
授
に
ロ
ン
ド
ン
で
講
義
を
う
け
、
個
人
的
接
触
の
間
に
社
会
の
所
得
不
平
等
の
原
因
の
研
究
を

始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
分
配
論
の
歴
史
的
発
展
の
検
討
を
試
み
る
と
共
に
、
異
る
社
会
に
お
け
る
所
得
不
平
等
の
統
計
的
比
較
、

異
る
生
産
要
素
間
の
社
会
所
得
の
分
配
に
関
す
る
理
論
的
発
展
を
研
究
す
る
と
共
に
、
近
代
社
会
の
不
平
等
の
原
因
と
し
て
特
に
市

民
権
、
私
的
贈
与
、
労
働
、
財
産
、
相
続
財
産
を
あ
げ
、
遺
産
要
素
を
強
調
し
た
こ
と
が
重
要
な
点
で
あ
る
。
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ガ
ー
ビ
ー
以
後
、
社
会
的
要
因
を
強
調
す
る
も
の
は
数
多
く
出
た
が
そ
の
中
に
ミ
ン
サ
ー
〔
4
8
〕
か
あ
る
。
（
拙
著
前
掲
、
一
九
二

以
下
）
ミ
ン
サ
ー
の
所
得
分
布
模
型
は
、
統
計
的
函
教
型
で
あ
ら
わ
す
代
り
に
、
所
得
分
布
形
成
要
因
と
し
て
年
令
、
教
育
、
職
業

　
（
訓
練
）
と
所
得
格
差
の
接
近
を
試
み
、
特
に
職
業
に
お
け
る
所
得
格
差
は
ア
メ
リ
カ
の
実
例
で
は
歪
の
三
分
ノ
一
は
こ
の
訓
練
差

に
依
り
・
、
年
令
要
素
が
加
わ
る
と
更
に
格
差
の
開
き
が
増
す
事
を
の
べ
た
の
で
あ
る
。

　
ア
ダ
ム
ス
〔
１
〕
の
論
は
理
論
統
計
学
派
と
社
会
学
派
の
融
合
の
上
に
立
っ
て
い
る
が
、
職
業
、
訓
練
、
年
令
、
地
理
的
立
地
条
件

な
ど
が
異
な
る
歪
を
有
し
、
個
々
人
の
同
質
階
層
内
に
歪
を
も
つ
と
い
う
点
を
、
ベ
リ
ア
ン
ス
分
析
、
退
行
分
析
を
用
い
て
示
し
、

所
得
水
準
が
社
会
経
済
的
要
素
に
依
存
し
て
い
る
事
を
示
し
た
。
こ
の
同
質
的
グ
ル
ー
プ
は
対
数
正
規
分
布
を
為
し
て
い
る
事
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
が
、
之
は
エ
イ
ト
キ
ン
ソ
ン
及
ブ
ラ
ウ
ン
〔
３
〕
の
の
べ
て
い
る
対
数
正
規
分
布
を
も
っ
た
同
質
グ
ル
ー
プ
内
の
標

準
偏
差
が
近
似
的
に
同
じ
な
ら
、
ま
た
個
々
の
階
層
の
平
均
所
得
が
対
数
正
規
分
布
を
す
る
な
ら
、
全
体
と
し
て
の
同
質
グ
ル
ー
プ

に
対
す
る
分
布
は
、
ま
た
対
数
正
規
分
布
で
あ
る
と
い
う
事
に
似
て
い
る
。
彼
は
残
差
変
量
が
如
何
に
分
布
し
て
い
る
か
を
検
討

し
、
よ
り
高
い
社
会
階
層
で
は
残
差
変
量
の
歪
の
分
布
傾
向
に
対
し
よ
り
低
い
階
層
に
と
っ
て
は
分
布
は
正
規
に
な
る
結
果
を
得
て

い
る
。
英
国
で
は
ヒ
ル
〔
2
7
〕
が
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
為
し
た
と
同
じ
結
論
を
得
て
い
る
。
即
ち
、
賃
金
差
の
殆
ん
ど
半
分
は
職
業
、

地
理
的
立
地
、
年
令
等
に
帰
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
対
数
正
規
分
布
は
、
若
し
分
布
型
を
説
明
す
る
事
を
要
す
る
な
ら
、
正
規
分

布
よ
り
も
有
用
な
る
事
を
示
す
。
ま
た
強
調
す
る
点
は
、
標
準
偏
差
が
異
な
る
職
業
に
対
し
同
じ
で
な
い
と
同
様
に
、
総
体
分
布
に

お
い
て
急
尖
な
尖
度
を
期
待
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
の
M
i
l
h
φ
j
も
、
ア
ダ
ム
ス
、
ヒ
ル
と
同
じ
方
法
を
取
り
、
次
の
如
き
組
論
を
出
し
て
い
る
。
「
個
々
の
賃
金
差
は

恐
ら
く
異
な
れ
る
職
業
の
平
均
賃
金
率
で
は
か
っ
て
み
る
と
、
職
業
に
よ
る
差
と
同
じ
で
あ
る
。
個
々
の
賃
金
差
の
原
因
の
う
ち
、
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年
令
と
職
業
内
の
特
殊
性
は
殆
ん
ど
決
定
的
役
割
を
果
さ
な
い
。
平
均
賃
金
の
周
囲
の
開
差
を
決
定
す
る
個
み
的
能
力
は
企
業
間
の

平
均
賃
金
差
を
生
む
こ
と
は
誤
り
な
い
と
し
て
い
る
。

　
以
上
い
く
つ
か
の
例
証
を
示
し
、
社
会
経
済
的
要
因
を
と
り
あ
げ
た
が
、
こ
の
理
由
は
特
に
理
論
統
計
学
派
が
単
純
な
仮
設
に
基

づ
い
て
い
る
点
が
問
題
で
あ
り
、
所
得
分
布
は
多
く
の
要
素
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
現
実
は
複
雑
で
あ
り
、
集
計
的
分
布

の
み
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
お
か
し
な
事
で
、
年
令
、
性
別
、
職
業
な
ど
所
得
分
布
形
成
の
附
属
階
層
各
々
の
同
質
的
な
も

の
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
具
体
的
不
平
等
内
容
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。
ブ
ジ
ェ
ル
ケ
〔
６
〕
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
特
に
デ

ン
マ
ー
ク
の
職
業
の
賃
金
分
布
の
調
査
を
一
四
〇
種
類
に
つ
い
て
試
み
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
か
か
る
社
会
経
済
的
所
得
分
布
研
究
は
い
わ
ゆ
る
従
来
の
単
一
指
標
に
よ
る
集
計
分
布
に
も
と
づ
く
判
定
の
み
が
一
般
化
し
て
い

た
際
「
経
済
的
平
等
Ｌ
概
念
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
重
要
な
研
究
上
の
意
義
を
再
確
認
す
る
機
会
を
与
え
る
事
と
な
る
。
こ
の
意

味
で
、
昨
年
発
表
さ
れ
た
テ
ィ
テ
ィ
マ
ス
〔
7
0
〕
の
分
析
方
向
は
興
味
が
あ
る
。
簡
単
に
テ
ィ
テ
ィ
マ
ス
の
分
析
し
た
社
会
変
動
要
因

を
み
る
と
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
み
口
学
的
変
化
要
因
と
し
て
、
み
口
規
模
、
年
令
、
性
別
、
市
民
の
身
分
、
更
に
課
税
み
口
、

所
得
み
口
を
あ
げ
、
之
等
の
変
動
要
因
と
し
て
稼
得
者
、
非
稼
得
者
、
婚
姻
数
と
そ
の
年
令
、
離
婚
数
と
そ
の
年
令
、
死
亡
率
、
余

命
率
が
あ
り
、
次
に
社
会
的
変
動
要
因
と
し
て
、
子
供
の
社
会
的
法
的
地
位
の
変
化
、
労
働
参
加
の
年
令
、
個
別
所
得
の
所
有
状

況
、
資
本
所
有
、
年
令
、
社
会
階
層
・
所
得
階
層
別
婚
姻
婦
人
の
雇
用
数
の
変
化
、
性
年
令
職
業
階
層
別
失
業
量
及
び
分
布
の
変

化
、
性
別
市
民
の
身
分
な
ど
に
関
す
る
変
化
を
取
り
扱
い
、
従
来
の
リ
ド
ル
、
パ
イ
シ
ュ
等
の
解
釈
の
再
検
討
を
試
み
た
点
は
、
次

に
の
べ
る
モ
ー
ガ
ン
等
の
研
究
と
並
ん
で
所
得
不
平
等
論
争
へ
の
一
つ
の
新
ら
し
い
段
階
を
築
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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第
二
章
　
所
得
不
平
等
統
計
の
請
問
題

　
本
章
で
は
特
に
『
み
せ
か
け
の
不
平
等
』
へ
の
ア
ン
ロ
ー
チ
と
し
て
ミ
ン
ガ
ン
大
学
の
モ
ー
ガ
ン
、
デ
ビ
ッ
ド
、
コ
ー
エ
ン
、
ブ

レ
ー
ザ
ー
等
四
学
者
〔
5
2
〕
の
協
同
作
業
に
依
る
ア
メ
リ
カ
の
所
得
分
布
の
実
体
調
査
に
も
と
づ
く
分
有
形
成
因
の
研
究
に
お
け
る
統

計
的
諸
問
題
を
中
心
に
考
察
し
、
わ
が
国
に
於
け
る
分
布
研
究
へ
の
刺
戟
と
官
庁
に
よ
る
分
布
統
計
へ
の
必
要
を
主
張
せ
ん
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
前
述
の
如
く
、
わ
が
国
の
所
得
分
布
の
平
等
化
に
対
す
る
発
言
は
、
統
計
資
料
の
不
備
に
依
り
理
論
的
発
言
の
段
階
に
止
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
前
掲
拙
著
に
依
り
解
明
し
た
如
く
、
単
一
統
計
指
標
に
依
っ
て
も
、
短
期
的
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
に
依
る
場

合
、
各
々
の
方
法
に
よ
っ
て
種
々
の
値
を
示
し
、
不
平
等
化
方
向
の
画
一
的
判
定
が
下
し
難
い
こ
と
を
知
る
。
従
っ
て
問
題
は
不
平

等
是
正
の
政
策
意
識
と
し
て
所
得
再
配
分
、
社
会
保
障
そ
の
他
の
制
度
に
よ
り
、
貧
困
階
層
が
ど
の
程
度
解
消
さ
れ
る
か
、
あ
る
い

は
、
い
わ
ゆ
る
厚
生
水
準
、
厚
生
分
布
が
ど
の
程
度
に
許
さ
れ
る
べ
き
か
を
検
討
す
る
事
が
む
し
ろ
大
切
な
事
で
あ
り
、
こ
の
意
味

よ
り
、
社
会
経
済
変
動
を
規
制
す
る
諸
要
因
の
実
態
を
分
析
す
る
方
向
に
向
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
す
る
。
モ
ー
ガ
ン
等
の

作
業
の
最
も
新
ら
し
い
問
題
意
識
は
、
所
得
不
平
等
よ
り
厚
生
不
平
等
の
問
題
へ
の
意
識
的
発
展
を
試
み
て
い
る
こ
と
と
、
所
得
概

念
及
び
所
得
収
得
単
位
の
変
化
、
更
に
、
年
令
学
歴
を
中
心
に
し
た
不
平
等
分
析
を
試
み
た
点
で
、
研
究
に
含
ま
れ
る
統
計
調
査
方

法
と
並
ん
で
夥
し
い
解
析
統
計
表
は
今
後
の
研
究
に
充
分
貢
献
す
る
事
と
思
わ
れ
る
。
モ
ー
ガ
ン
は
本
調
査
発
表
と
同
時
に
単
独
で

こ
の
研
究
結
果
を
別
の
箇
所
に
発
表
し
て
い
る
が
、
前
記
四
者
協
同
の
研
究
の
問
題
意
識
を
集
約
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
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於
て
統
計
上
の
問
題
と
、
厚
生
分
布
の
問
題
の
二
つ
に
つ
き
若
干
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
不
平
等
統
計
上
の
諸
問
題

　
困
　
不
平
等
の
定
義

　
モ
ー
ガ
ン
は
所
得
の
不
平
等
を
高
額
所
得
者
と
低
所
得
階
層
の
所
得
所
有
割
合
の
程
度
と
し
、
単
一
の
尺
度
で
判
定
す
る
た
め
の

種
々
の
方
法
の
う
ち
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
係
数
を
用
い
る
。
こ
の
係
数
は
ロ
ー
レ
ン
ツ
曲
線
を
単
一
指
標
に
て
表
示
す
る
も
の
で
あ
り
、

周
知
の
如
く
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
曲
線
は
最
低
所
得
よ
り
最
高
所
得
ま
で
を
あ
る
階
層
に
分
け
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
を
所
得
す
る
人

員
数
と
対
比
さ
れ
、
累
積
比
に
対
し
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ
た
総
所
得
の
累
積

の
フ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
若
し
す
べ
て
の
所
得
を
一
人

の
も
の
が
所
有
す
る
と
き
、
底
辺
と
右
の
直
線
が
生
じ
、
所
得
が
平
等

な
る
と
き
は
、
正
方
形
の
対
角
線
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
モ
ー
ガ
ン
は

次
の
如
き
近
似
的
方
法
で
こ
の
不
平
等
係
数
を
示
し
て
い
る
。

図
に
お
け
る
記
号
を
用
い
階
層
を
八
個
又
は
そ
れ
以
上
に
分
け
デ
ー

タ
が
単
位
％
で
非
累
積
的
に
計
算
し
う
る
と
き
近
似
的
に
こ
の
不
平

等
値
を
計
算
し
う
る
と
す
る
。

ロ
ー
レ
ン
ツ
係
数
は
種
々
の
検
証
よ
り
比
較
的
安
定
な
値
を
示
し
て
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い
る
事
が
知
ら
れ
、
モ
ー
ガ
ン
等
の
研
究
で
は
す
べ
て
こ

の
係
数
に
よ
る
比
較
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
不
平

等
測
定
の
問
題
は
所
得
収
得
単
位
及
び
所
得
の
定
義
に
依

る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
特
に
厳
密
な
規
定
を
試
み
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
㈲
　
所
得
不
平
等
算
定
に
お
け
る
所
得
と
単
位
の
概
念

　
統
計
的
に
所
得
収
得
者
又
は
所
得
を
抽
象
的
に
考
え
る

と
容
易
に
み
え
る
が
、
し
か
し
現
実
は
複
雑
で
あ
り
、
調

査
を
行
う
場
合
、
厳
密
な
規
定
が
必
要
で
あ
る
。
先
づ
所

得
概
念
に
つ
い
て
は
、
モ
ー
ガ
ン
等
は
第
一
図
表
の
如
き

関
係
を
示
し
、
各
々
の
所
得
に
つ
き
不
平
等
度
を
測
定
し

た
の
で
あ
る
。

　
更
に
問
題
は
ガ
ー
ビ
ー
の
指
摘
し
た
よ
う
に
、
単
位
を

世
帯
か
個
人
か
そ
の
他
成
人
単
位
に
し
て
も
そ
の
収
得
様

式
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
た
め
、
単
位
の
分
析
を
試
み
こ
の

単
位
分
析
は
モ
ー
ガ
ン
に
て
け
詳
細
を
極
め
、
第
二
図
表

に
依
り
規
定
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
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成
人
単
位
と
は
十
八
才
以
上
の
男
子
、
結
婚
し
て
い
る
場
合
、
彼
の
配
偶
者
及
び
十
八
才
以
下
の
同
居
の
子
供
の
あ
る
も
の
、
従

属
単
位
と
は
支
出
単
位
の
世
帯
主
を
含
ま
な
い
成
人
単
位
。
臨
時
成
人
単
位
と
は
家
族
世
帯
の
世
帯
主
を
含
ま
な
い
。
支
出
単
位
に

つ
い
て
は
、
支
出
の
大
部
分
に
つ
き
所
得
を
共
に
す
る
あ
る
世
帯
の
全
員
。
そ
の
世
帯
主
は
支
出
単
位
の
主
な
収
入
者
な
ど
。
世
帯

と
は
血
縁
、
結
婚
養
子
な
ど
に
よ
り
相
互
に
関
係
あ
る
住
居
単
位
の
居
住
を
い
う
。
か
か
る
規
定
に
も
と
ず
き
、
所
得
尺
度
を
か
え

ロ
ー
レ
ン
ツ
係
数
を
計
算
し
た
結
果
は
、
第
一
表
の
如
く
異
っ
た
数
値
を
示
す
の
で
あ
る
。
従
来
の
所
得
不
平
等
調
査
は
大
部
分
、

貨
幣
所
得
に
限
ら
れ
る
が
、
不
規
則
な
贈
与
、
自
家
生
産
な
ど
は
含
ま
れ
ず
、
元
来
不
平
等
測
定
の
目
的
は
生
産
的
努
力
の
み
か
ら

の
報
酬
の
み
の
分
布
で
な
い
故
、
上
記
諸
収
人
に
加
え
る
に
社
会
保
障
費
、
退
職
金
、
扶
助

料
な
ど
を
含
む
の
は
当
然
で
あ
る
。
若
し
消
費
支
出
の
財
、
用
役
の
使
用
分
布
を
問
題
に
す

る
と
き
、
貨
幣
所
得
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
り
、
モ
ー
ガ
ン
の
厚
生
分
布
の
底
辺
は
こ
こ
に

存
す
る
の
で
あ
る
。
第
一
表
に
よ
れ
ば
所
得
税
、
移
転
所
得
な
ど
更
に
非
貨
幣
的
所
得
は
所

得
分
布
を
平
等
に
近
づ
け
て
い
る
事
は
充
分
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
更
に
不
平
等
係
数
は
世

帯
単
位
で
一
番
小
さ
く
示
さ
れ
る
。
こ
の
表
の
特
質
は
、
粗
可
処
分
所
得
を
標
準
生
計
費
で

除
し
た
厚
生
比
な
る
も
の
に
よ
っ
て
所
得
不
平
等
か
ら
厚
生
不
平
等
へ
新
ら
し
い
政
策
意
識

を
持
ち
来
さ
ん
と
し
て
い
る
事
で
あ
る
。

　
㈲
　
短
期
所
得
と
生
涯
所
得

　
従
来
の
所
得
分
布
分
析
に
て
所
得
を
取
り
扱
う
場
合
、
一
年
間
の
所
得
に
関
す
る
分
布
を

も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
所
得
が
一
時
的
に
高
い
か
低
い
か
と
い
う
短
期
変
動
と
並
ん
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で
、
生
涯
に
お
け
る
若
年
層
、
老
令
の
低
所
得
、
中
年
に
お
け
る
比
較
的
高
所
得
（
こ
の
点
に
つ
き
り
ド
ル
の
示
し
た
点
は
前
掲
拙
著
）

が
あ
る
た
め
、
こ
の
問
題
に
接
近
す
る
方
法
と
し
て
、
近
々
に
変
化
し
た
報
告
者
を
除
去
し
て
み
た
場
合
、
不
平
等
の
悪
化
を
示
し

た
事
か
ら
、
変
動
除
去
を
試
み
て
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
接
近
方
法
と
し
て
年
令
グ
ル
ー
プ
で
不

平
等
を
み
る
と
、
個
人
的
に
進
歩
に
差
が
あ
り
、
更
に
資
産
蓄
積
を
行
っ
て
い
る
故
、
あ
る
年
代
よ
り
次
の
年
代
に
至
る
に
従
い
不

平
等
度
が
増
加
す
る
と
考
え
る
事
は
合
理
的
で
あ
る
。
更
に
臨
時
収
入
者
と
教
育
程
度
の
低
い
階
層
で
不
平
等
の
大
な
る
事
を
示
し

て
い
る
。
特
に
教
育
程
度
は
年
令
別
と
共
に
不
平
等
に
影
響
す
る
因
子
で
あ
り
、
モ
ー
ガ
ン
等
の
研
究
は
こ
の
点
に
つ
い
て
詳
細
な

検
討
を
試
み
て
い
る
。
第
二
表
は
そ
の
一
つ
の
結
果

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
〔
Ａ
〕
は
粗
要
素
所
得
、
〔
Ｂ
〕

は
可
処
分
所
得
の
結
果
で
あ
る
が
、
之
に
よ
れ
ば
二

つ
の
事
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
一
は
、
教
育
程
度
大
な

る
程
不
平
等
度
は
小
さ
く
、
更
に
税
金
、
社
会
保
障

の
効
果
は
不
平
等
度
を
減
少
せ
し
め
て
い
る
事
で
あ

る
。
不
平
等
度
の
最
も
大
き
な
減
少
は
老
令
層
で
あ

り
、
そ
の
他
に
お
い
て
は
、
若
年
層
で
教
育
程
度
の

低
い
所
に
大
き
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
教
育
と
所
得
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ミ
ラ
ー
〔
4
5
〕

ハ
ウ
ト
ハ
ッ
カ
〔
2
8
〕
ダ
ン
カ
ン
〔
1
8
〕
ソ
ル
ト
ウ
〔
6
3
〕 -158 一一-



レ
ー
ベ
ル
ゴ
ッ
ド
〔
3
6
〕
な
ど
数
多
い
労
作
が
み
ら
れ
る
が
、
ロ
ー
レ
ン
ツ
係
数
に
よ
る
分
析
は
み
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
厚
生
分
布
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
が
「
豊
か
な
社
会
」
〔
2
2
〕
の
中
で
投
じ
た
不
平
等
問
題
へ
の
一
石
は
、
新
ら
し
い
貧
困
階
層
研
究
へ
の
刺
戟
を
与

え
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ド
マ
ン
〔
2
1
〕
初
め
数
多
く
の
学
者
が
、
こ
の
貧
困
の
把
握
に
向
っ
て
来
て
い
る
。
モ
ー
ガ
ン
等
の

不
平
等
分
布
の
分
析
も
こ
の
貧
困
階
層
の
問
題
に
つ
い
て
は
例
外
で
は
な
い
。
モ
ー
ガ
ン
は
ア
メ
リ
カ
の
貧
困
を
分
析
す
る
に
当
っ

て
所
得
と
欲
求
の
比
を
求
め
て
そ
の
解
を
求
め
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
比
率
は
必
要
生
計
費
に
対
す
る
粗
可
処
分
所
得
に
依
っ

て
示
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
各
単
位
の
う
け
る
厚
生
水
準
を
推
定
す
る
為
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
量
が
厚
生
比
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も

の
で
、
第
三
表
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
一
・
〇
以
下
の
も
の
は
一
応
貧
困
の
概
念
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

一
般
に
貧
困
世
帯
は
ア
メ
リ
カ
に
て
は
流
動
資
産
に
て
年
五
千
弗
以
下
の
も
の
で
、
大
体
之
に
依
る
と
全
世
帯
の
五
分
の
一
に
相
当

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
モ
ー
ガ
ン
等
は
貧
困
発
生
原
因
に
つ
い
て
世
帯
所
得

と
世
帯
員
数
が
生
涯
と
共
に
変
化
し
、
こ
の
事
が
種
々
の
世
帯
の
厚
生
比
の

解
釈
に
重
要
な
問
題
を
生
ず
る
事
を
指
適
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
比
で
示
さ

れ
た
厚
生
水
準
は
あ
る
者
に
と
っ
て
は
一
時
的
状
況
で
あ
り
、
他
の
者
に
つ

い
て
は
こ
の
厚
生
指
数
は
長
期
的
幸
福
の
尺
度
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
厚
生
水
準
が
所
得
の
一
時
的
変
動
を
も
っ
た
も
の
と
長
期
的

要
素
を
も
っ
た
も
の
と
関
連
す
る
世
帯
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
為
に
第
三
図
の

卸
く
貧
困
の
原
因
を
想
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
図
式
は
興
味
あ
る
も
の
で
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あ
り
、
た
と
え
ば
、
老
令
者
は
安
定
し
た
低
所
得
を
持
ち
、
農
家
、
自
営
業
者
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
生
産
の
短
期
変
動
、
生
産
性
の

長
期
的
変
化
に
よ
り
、
急
速
に
上
下
す
る
こ
と
な
ど
を
知
る
事
が
出
来
る
。

　
モ
ー
ガ
ン
等
は
分
析
の
結
果
、
成
人
単
位
で
所
得
分
配
を
み
る
な
ら
高
い
不
平
等
指
数
の
生
ず
る
事
、
生
涯
所
得
は
一
年
所
得
よ

り
不
平
等
は
小
さ
く
あ
ら
わ
れ
る
事
な
ど
を
指
適
し
て
い
る
。
し
か
し
所
得
分
布
を
み
る
目
的
は
厚
生
の
分
布
を
推
定
す
る
方
法
即

ち
経
済
組
織
の
公
正
さ
を
推
定
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
大
部
分
の
貨
幣
所
得
資
料
は
生
産
効
果
へ
の
個
人
の
純
粋
な

報
酬
を
示
さ
な
い
し
更
に
予
定
さ
れ
た
必
需
品
へ
の
関
係
で
社
会
の
財
、
用
役
へ
の
権
利
の
分
布
を
も
示
し
て
い
な
い
為
、
厚
生
水

準
は
推
定
さ
れ
な
い
の
で
、
厚
生
分
布
を
推
定
す
る
こ
と
こ
そ
所
得
不
平
等
の
新
ら
し
い
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
い
ま
、
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
る
に
困
難
な
問
題
が
生
じ
て
来
る
。
な
る
程
、
厚
生
を
実
質
的
可
処
分
所
得
と
必
需
品
の
間
の
関

係
と
定
義
し
た
と
し
て
も
、
統
計
的
に
各
々
の
用
語
概
念
の
中
に
は
特
殊
な
困
難
が
生
ず
る
。
モ
ー
ガ
ン
は
適
正
成
人
当
り
所
得
又

は
あ
る
消
費
水
準
に
相
対
的
な
所
得
を
用
い
る
事
に
よ
り
、
之
に
各
世
帯
員
の
数
に
応
じ
た
量
を
加
え
る
事
に
依
っ
て
得
ら
れ
る
と

す
る
。
だ
が
、
所
得
の
た
え
ざ
る
合
理
性
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
生
涯
所
得
分
布
は
重
要
で
あ
る
が
厚
生
分
布
を
論
ず
る
際
、
適
切

か
否
か
が
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
退
職
し
た
老
人
が
自
分
の
所
得
で
つ
く
っ
た
家
屋
を
所
有
す
る
為
、
資
産
税
を
と
ら
れ
て
い
る

と
し
た
ら
、
現
職
の
頃
、
良
い
か
せ
ぎ
を
し
て
い
た
事
を
指
適
し
て
も
何
の
意
味
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。
更
に
消
費
単
位
の
可
処
分

所
得
と
は
何
か
に
つ
い
て
も
、
任
意
な
贈
与
、
移
転
が
は
っ
き
り
し
な
け
れ
ば
推
計
は
難
か
し
い
。
厚
生
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、

実
質
所
得
が
正
規
の
現
金
所
得
の
み
で
な
い
事
で
あ
る
。
実
物
的
な
る
も
の
の
処
置
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
所
得
分
布
統
計
が
厚

生
分
布
指
標
た
る
べ
き
一
つ
の
問
題
で
あ
る
。

　
モ
ー
ガ
ン
等
の
厚
生
分
布
の
問
題
は
更
に
各
世
帯
の
利
用
す
る
レ
ジ
ア
の
差
を
重
視
す
る
。
こ
の
点
は
、
厚
生
の
第
三
の
デ
ィ
メ
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ン
ジ
ョ
ン
と
し
て
新
ら
し
い
見
解
で
あ
る
。
之
は
実
際
的
に
厚
生
を
論
ず
る
際
に
、
概
念
的
混
乱
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
モ
ー
ガ
ン

も
実
質
所
得
に
レ
ジ
ァ
ー
を
如
何
に
移
行
す
る
か
と
い
う
問
題
を
掲
げ
、
生
産
的
活
動
が
リ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
場
合
も
あ

り
、
主
婦
が
家
計
を
切
盛
り
す
る
こ
と
の
レ
ジ
ヤ
ー
を
測
し
得
る
も
の
は
な
い
し
、
子
供
の
レ
ジ
ャ
ー
が
大
人
と
同
様
に
考
え
て
よ

い
か
な
ど
の
問
題
が
存
す
る
。
モ
ー
ガ
ン
の
最
終
発
言
は
「
吾
々
は
自
己
の
所
得
で
仕
事
を
き
め
る
経
済
単
位
の
概
念
を
改
め
ね
ば

な
ら
な
い
。
単
位
は
時
間
で
始
り
、
貨
幣
所
得
を
得
、
実
質
的
財
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
り
出
し
、
直
接
の
レ
ジ
ャ
ー
享
楽
を
生
み
出
す

あ
る
時
間
で
終
り
を
つ
げ
る
。
世
帯
内
の
決
意
は
時
間
の
割
当
で
始
ま
り
、
金
銭
の
割
当
で
始
ま
る
の
で
は
な
い
。
唯
、
真
に
与
え

ら
れ
た
こ
と
は
一
人
一
日
二
十
四
時
間
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
労
働
時
間
内
の
分
析
が
問
題
と
な
る
の
で
あ

る
が
、
モ
ー
ガ
ン
等
は
詳
細
に
人
間
の
働
ら
く
時
間
を
分
析
し
た
後
に
、
財
及
び
用
役
か
ら
の
所
得
と
レ
ジ
ャ
ー
の
関
係
、
並
び
に

レ
ジ
ャ
ー
が
望
ま
し
い
商
品
又
は
、
任
意
な
望
ま
な
い
範
囲
を
き
め
て
、
始
め
て
、
所
得
測
定
に
時
間
を
導
入
す
る
事
の
可
能
な
る

点
及
び
経
済
成
長
、
経
済
厚
生
は
時
間
の
使
用
如
何
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
文
化
内
の
種
々
の
階
層
や
、
文
化
間
の
平
均
的
行

動
類
型
を
比
較
し
う
る
の
は
之
等
の
デ
ィ
メ
ン
ジ
ョ
ン
に
於
て
で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。

　
モ
ー
ガ
ン
等
の
分
析
方
法
と
思
考
方
法
は
吾
が
国
の
場
合
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
以
上
は
モ
ー
ガ
ン
等
の
所
得
不
平
等
に
関
す
る
測
定
の
一
部
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
。
不
平
等
な
る
用
語
は
現
在
濫
用
さ
れ
て
い

る
が
、
い
や
し
く
も
、
社
会
的
な
要
因
特
に
人
口
学
的
性
質
に
も
と
づ
く
所
得
の
変
動
は
果
し
て
い
わ
ゆ
る
不
平
等
に
含
ま
れ
る
公

正
、
正
義
の
基
準
か
ら
の
倫
理
的
用
法
に
含
ま
れ
る
も
の
か
否
か
を
再
び
反
省
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

尨
大
な
頁
を
割
い
て
モ
ー
ガ
ン
等
の
説
い
た
社
会
的
要
因
に
も
と
づ
く
不
平
等
は
之
こ
そ
真
の
平
等
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
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あ
ら
わ
れ
て
い
る
所
得
差
は
倫
理
的
正
義
基
準
か
ら
何
等
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
「
み
せ
か
け
」
の
不
平
等
と
は
正

に
こ
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
不
平
等
係
数
の
大
き
さ
自
体
が
経
済
の
不
安
定
要
因
と
な
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
れ
よ
り
も
、

貧
困
階
層
の
救
済
こ
そ
が
現
在
の
問
題
で
あ
り
、
更
に
所
得
成
生
の
た
め
の
時
間
的
配
分
こ
そ
が
、
厚
生
基
準
と
し
て
は
充
分
考
慮

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
要
因
な
の
で
あ
る
。

　
所
得
不
平
等
研
究
の
た
め
整
理
し
た
欧
米
文
献
は
下
記
の
如
く
で
あ
る
。
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